
事業所名  ゆうなぎ九十九里

目標達成計画 作成日：　令和　８ 　年　４　月　２  日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 12

重度化や終末期に向けた方針の共有と支援が
不十分な時がある。

入居者毎に体調が重度化した場合や終末
期となった場合の対応について、ご家族の
意向を含めて再確認し、職員間で統一した
ケアを実施していく。

①終末期となった場合の対応について、ご家族
の意向を確認しておく。②看護サマリーの情報
等を職員と訪問診療医がしっかりと共有し、体
調急変時には迅速に対応できるようにしてい
く。

6ヶ月

2 18

日常的な外出支援が十分にできていない状態。 短時間でも、入居者が外に出ることができる
時間を設ける。

①外出のイベント(花見や紅葉見学等)を実施す
る際には、今後も入居者毎の体調等を確認しな
がら、少人数ずつでもよいので、実施をしてい
く。②日中に勤務をしている職員に余裕がある
時には、散歩や外に出る時間を作るようにして
いく。

12ヶ月

3 14

入居者に対する声かけやケア記録の表現が不
適切な時がみられている。

業務多忙などの場合であっても、ひとりひと
りを尊重し、プライバシーを損ねることがない
ようにしていく。

①特に職員が少ない時や入居者が多動な場合
に、「待って。座っていてください」などの強い口
調となってしまうことが多い。職員間で意識をし
ながら、注意喚起をしていく。②記録作成では、
誤字脱字のないようにするだけではなく、研修
等を実施することで、適切な表現方法を習得す

6ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。


